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消防出初め式放水訓練

自
然
の
生
態
系
の
中
に
生
き
る

「
循
環
型
地
域
社
会
の
構
築
」

自
然
環
境
の
保
全
や
汚
染
の
防
止
に
努

め
、
自
然
の
生
態
系
を
生
か
す
循
環
型
地

域
社
会
を
築
き
ま
す
。
環
境
保
全
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
情
報
発
信
や
環
境
問
題
へ

の
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、

市
民
の
理
解
を
深
め
ま
す
。
ゴ
ミ
の
分
別

収
集
と
資
源
回
収
の
徹
底
な
ど
に
よ
る
廃

棄
物
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、

不
法
投
棄
の
監
視
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

環
境
対
策
に
あ
わ
せ
て
、
地
球
温
暖
化
防

止
社
会
の
推
進
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
利
便
性
を
高
め
る

快
適
な
「
生
活
環
境
の
整
備
」

自
然
環
境
の
保
全
と
住
環
境
の
快
適
性

向
上
を
図
り
、
有
明
海
の
浄
化
促
進
の
た

地域の人々が、安心して
心豊かに暮らすために、

住環境や生活環境の整備など、
市民生活を向上させる施策を

推進します。

守ろう環境！ 南島原市の施策

（資料：一般廃棄物処理事業実態調査）
（資源ごみには、不燃物で収集したビン
類・缶類・金属類などリサイクルされ
るものを含む）
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南島原びと�
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南有馬衛生センター室内

花いっぱい運動
南有馬下水道浄水場

大野木場砂防みらい館
有馬涌水ちびっ子消防地震体験交通安全運動

め
に
公
共
下
水
道
、
浄
化
槽
設
置
整
備
補

助
事
業
等
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
生
活

環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
海
域

環
境
保
全
の
た
め
、
河
川
等
の
改
修
を
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
上
水
道
、
簡
易
水
道

の
整
備
、
公
営
住
宅
の
新
設
や
改
修
、
改

築
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
自
然
環
境
に

配
慮
し
た
住
宅
整
備
を
進
め
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
さ
を
高
め
る

「
安
心
で
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

地
域
安
全
運
動
の
実
施
、
広
報
活
動
等

を
通
じ
た
防
犯
意
識
の
向
上
、
防
犯
灯
の

設
置
等
、
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

交
通
安
全
対
策
の
た
め
の
環
境
整
備
を
進

め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
事
故

の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
時
の
避
難
場
所
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
確
保
及
び
避
難
誘
導
道
路
等
の

充
実
を
図
り
、
危
機
管
理
体
制
を
確
立
・

強
化
し
、
防
災
マ
ッ
プ
を
市
民
の
皆
様
へ

配
付
し
ま
す
。さ
ら
に
、広
域
的
な
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と

美
し
い
景
観
を
活
か
す

「
個
性
豊
か
な
い
な
か
づ
く
り
」

自
然
に
恵
ま
れ
た
「
い
な
か
」
で
あ
る

こ
と
を
前
向
き
に
と
ら
え
、
個
性
と
魅
力

あ
ふ
れ
る
い
な
か
づ
く
り
を
目
指
し
、
市

民
や
訪
れ
る
人
が
心
豊
か
に
な
れ
る
い
な

か
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

市営住宅

消防団の活動としては、
まず、火災の消火活動。そ
して普段は、水路の点検や
掃除。火災予防週間の時に
は「火の用心」を触れ回る
など、火災予防の広報を
行っています。私達の分団
は昔から２０名と決まってい
ますが、後継者がなかなか
いなくてですね。
何事もみんなで守っていく
という考えが大切だと思い
ます。消防団も次の世代に
繋げていけるように、家業
のいちご栽培も子供達に引
き継いでいけるように、今、
一生懸命頑張っています。
これからも地元が協力し
あえば、さらにいい町、さ
らにいい市になっていくと
思います。

深
江
地
区
消
防
団
第
一
分
団
長

下
田

信
幸
さ
ん
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